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 植物は多彩な感染様式を持つ微生物と相互作用している。植物及び内生微生物は内生微生物の
秘める病原性をどのように抑制しているのだろうか。我々は内生糸状菌 Ct をテーマに研究を進め
た。 
 まず糸状菌 Ct はリンが枯渇した環境下でもアブラナ科植物の成⻑を促すことを確かめた。この
糸状菌との共生にはアブラナ科特異的なトリプトファン由来の 2 次代謝物群が必要で、アブラナ
科植物は植物の免疫経路を活用することで糸状菌などを手なづけてきたのではないかと推測され
る。このことを⻑野県と奈良県の 2 つフィールドで実験すると、それぞれ異なる圃場でも糸状菌
がコマツナの成⻑、それも実験室より大きな効果で成⻑を促したことが確かめられた。 
 またシロイヌナズナを使った実験で、Ct4（共生型糸状菌）は窒素が枯渇した環境下でも植物成
⻑を促すことも分かった。このことは植物体内の窒素状況が糸状菌による植物成⻑促進の有無を
決定していることを意味する。Ct4 は菌糸を介して 15N（窒素 15、注）を植物に供給する。 
 さらに糸状菌の接種によって植物の成⻑が促される際に、根圏の細菌叢の構成が大きく変化す
ることもわかった。このことは糸状菌が共生効果を発揮する際、特定のタイプの細菌を根圏に誘
引していることが⽰唆された。誘引された細菌の多くが植物成⻑を促したが、中でも A10 という
細菌と Ct4 は窒素⽋乏条件下で協調的に植物成⻑を促した。さらには、トリプトファン由来の⼆
次代謝物が⽋損した cyp79b2 cyp79b3 変異体においても A10 と Ct4 を接種すると、野生型植物と
同等レベルまで植物の成⻑が促された。つまり窒素⽋乏かつ A10 の存在下では、トリプトファン
由来の 2 次代謝物群は Ct4 との共生には必須ではないことになる。Ct4 は窒素⽋乏下でアブラナ
科以外の植物、たとえばレタス（キク科）の成⻑も促した。 
 以上をまとめると 
・糸状菌は窒素が⽋乏した圃場及び実験室条件において植物の成⻑を促す 
・糸状菌は菌糸を介して窒素を植物へ供給する 
・糸状菌は有益な細菌群を根圏に誘引する 
これらのことから糸状菌による成⻑促進効果が圃場でクリアに観察された要因ではないかと考え
る。さらに 
・窒素栄養が枯渇した環境ではトリプトファン由来の 2 次代謝物群は糸状菌による植物成⻑促進
効果に必須ではない 
・窒素栄養が枯渇した環境では糸状菌によって誘引された細菌が糸状菌の変異体における過剰増
殖を抑制する 
・窒素栄養が枯渇し、他の微生物叢が存在する環境では、植物はトリプトファン由来の 2 次代謝
物群を持たなくとも糸状菌との共生関係を構築できる。 
これらのことから糸状菌はアブラナ科を超えて他の植物叢と共生関係を築ける基盤ではないかと
考えられる。 

以上  
注（編集者） 
15N：天然に存在する窒素の安定同位体の一つ。  


